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ク リタマバ チの産 卵 能 力 に関す る考察

野 原 啓 吾

Considerations on the reproductive capacity 

 of Dryocosmus kuriphilus Yasumatsu 

(Hymenoptera : Cynipidae) 

           Keigo Nohara

緒 言

DryocosmzesleariphilusYasumatsuク リタマバチは,そ の大発生以来,多 くの学者

によつて諸方面から研究されて来たが,そ の産卵能力に就いては何等詳しく研究 されたも

のがない.ク リタマバチのような大害虫に就いては,そ の産卵数を調査してお くことは,

応用上からもπ要なことであるので,そ の卵巣に就いて観察を行い,ク リタマバチの産卵

能力に関しての知 見を得ることが出来たので,こ こにそれを報告しておきたい.

本研究は九州大学農学部江崎悌三教授 主宰の昆蟲学教室に於て行つた もので,安 松京三

助教授 からは終始懇篤な御指導を頂いた.又 中尾舜一氏はじめ同教室の各位から御援助を

忝うした.こ れら各位に深謝の意を表する.

材 料 及 び 方 法

材斜 には,ク リタマバチの被害地域から,寄 生蜂研究用に安松京三助教授 宛に送 られた

多数のクリタマバチ虫痩を紙袋に保存 し,こ の中から羽化した新鮮な個体を任意に取出し

て用いた.叉,別 に70%ア ルコールに投入 して殺し液漬標本とした個体をも材料とした.

腹部の解剖及び卵巣の観察には,双 眼解剖顕微鏡(接 ×5,対×4)を 用い,水 を半量満

した径4cmの シャーレの中にクリタマバチ成虫を浸した ものを鏡下に置き,先 の尖つた

ピンセヅ ト及び針を用いて解剖を行つた.卵 巣は,こ れを腹部から取出した時は一つの塊

をなしているので,水 中でピンセッ ト及び針先を利用 してよく解きほぐし,卵 巣小管の数

や卵数を調査 した.観 察個体数は100頭 である.

卵 及 び 卵 巣 の 形 態

ク リタマバチの腹部を開いて見ると,腹 腔内は殆んど卵巣によつて満たされてお り,消

化管は左右の卵巣の間に抱 き込まれたような状態になつている.

卵は,既 に記述されている通 りであるが,卵 部と卵柄部とに大別されている.卵 部は鶏

卵状,乳 白色半透明で,そ の大きさは約90μ ×160μ.卵 柄部は細長 く,中 火部は更に細

く,末 端は再び僅かに大きくなつてお り,長 さ約440μ で,大 体卵部の長さの3倍 強で あ

る.
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 Fig. 1. Ovary of Dryocosmus kuriphilus  Yasumatsu. A. Ovary. 

      B. The inside view of the left side ovary. C. Egg. D. 

      Ovariole.

左右それぞれの卵巣は数十本の卵巣小管から成つている.1本 の卵巣小管の中には,成

熟卵が縦に4～7個 規則正 しく並び,所 謂polyootenetypeに 属するが,卵 巣の外側に位

置する卵巣小管では卵は5～6個 が多い.1本 の卵巣小管内では,卵 はそれぞれその卵柄

部を輸卵管 と反対の位置に置 くため,卵 巣小管 末端部では数個の垣隔 末端部のふ くらみを

見ることが出来る.左 右卵巣の卵巣小管の末端部は夫 々内側に折 り曲つている.左 右卵巣

の接触面は互に扁平となつてお り,卵 巣全体としては円い塊をなしておる.更 に卵巣の外

側は脂肪体で包まれている.70%ア ルコール液漬標本を材料 として長さの測定 をしてみる

と,側 部輸卵管は480μ,卵 巣が720μ,卵 巣小管内の柄の部分の長さは380μ 位である・

卵 巣 の 変 異

ここで取扱 う卵巣の変異 とは,卵 巣を構成する卵巣小管数の変異及び卵巣小管中の卵数

の変異を指す.即 ち卵巣小管の変異,そ れに伴 う推定卵数をまとめたものが次表に示して

ある.

次表か ら容易に知られることは,卵 巣を構成する卵巣小管の数の変異が極めて著しいこ

とで,左 右相称なものは僅かに6例 見 られたに過ぎない.叉1個 体の有す る卵巣小管の数

を検討 してみると,Fig.2に 示したように,60～69本 を有するものが圧倒的に多いこと

がわかる.そ れに卵巣小管数の変 異曲線を調べると,60、69本 のモー ドの部分 よりも本数

の少い部分の幅が,本 数の多い部分の幅 よりも極めて広いことは一応注目しておかねばな
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Variation in the number of ovarioles of Dryocosmus kuriphilus 
Yasumatsu and the estimated number of eggs in each individual 
(Based on 100 individuals).

 Notes:  Estimated number of eggs=-number  of ovarioles x5.5.  (Average number 
of eggs in each ovariole being 5.5). 

      Number in bracket designating the average number of eggs in each ova-
      riole in poorly developed ovaries.
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Fig. 2. The variation of the number of ovarioles in a single 
      ovary (Data based on 100 specimen).

らない.卵 巣内の推定卵数の平均値は308個 強で,こ れは白神氏の223個,横lLl・ 木下両

氏の140個 の値に比 して遙かに多い.即 ち1個 体の有する成熟卵総数を検討してみると,

Fig.3に 示 したように,卵 数300個 をこすものが46%,200個 をこすものが19%,400佃

をこすものが17%で,他 はこれに比較して僅少な部分を占めるに過ぎないところか ら,

クリタマバチの1個 体の有する卵数は300個 前後が平均値と見てよいものと思われ る.荷,

例外 として,小 さな卵のみ3～5個 見 られて,そ れを包む卵巣管の発達の悪いものが,体 の

小さなクリタマバチに見られた.叉,卵 巣小管数の少いものに卵数の多いものもあつて,

卵巣小管数の変異のみで,卵 巣の中の卵の発育状態を推定出来難 いことが 感 じられた.前

述のように,1本 の卵巣小管内には4～7個 の卵が含まれているが,そ の中でも5～6個

を含むものが最も多 く,平 均して5。5個 の成熟卵を包蔵しているのが 正常の個体と見てよ

いと思われる.

考 察

横山 ・木下両氏は,氏 等の調べたクリタいごバチの卵数が,白 神氏のそれと非常に差が見

られる原因について,地 方によつて,或 は品種によつて卵数に多少の差があるのではなか

ろ うかと述べておられるが,岡 山県と兵庫県 とで,地 方的品種 の差があることは先づ考え

られないし,こ れは卵巣小管内の卵数の個体変異の範囲内に含まれるべきものと考えてよ
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Fig. 3. The variation of the number of ovarian eggs in one 
       individual (Data based on 100 specimens).

い.大体 に 於 て,ク リタ マ バチ で,外 形D大 きな個 体 では 卵 巣 の発 育 も良 好 で,卵 の発 育

も よい こ とは 認 め て よい.ク リタマ バチ の成 虫 の寿 命 に 就 い て は,既 に知 られ て い る よ う

に,平 均2～2.5日 が 自然 状 態 に於 け る寿 命 で,こ の間 にそ の有 す る成 熟 卵 を殆 ん ど産 出す

る も の と思 わ れ る.而 も,そ の卵 巣 内 の卵 は,す べ て 羽 化 した時 に既 に成 熱 し て い る もの

で,未 成熟 卵 は発 見 出来 な い のが 常 で あ るか ら,ク リタマ バチ は 完 全 なpreovigenicな 種

類 で あ る.昆蟲 類 の産 卵 数 の 調査 方法 に は色 々あ る こ とは 周 知 の こ とで あ るが,そ の一 つ

に 卵 巣 小管 内 に包 まれ る卵 数 を数 え る方 法 が あ る.即 ち,Grahamも 述 べ て い る よ うに,

羽 化 後2～3日 以 内 に 産 卵 を終 つ て死 ぬ よ うな種 類 で は,そ の卵 巣 内 に あ る 卵 の最 大数 量

を そ の 種 に 正 常 な 卵 数 と見 て よい よ うで あ る.そ うす る と,ク リタ マ バチ の場 合 に は,そ

の正 常 な個 体 は300個 を こす 数 の 卵 を産 む能 力 が十 分1こあ る と見 て よ く,そ の 繁殖 振 りの

旺 盛 な こ と も当 然 で あ る と頷 か ざ るを得 な い.

摘 要

100個 体 の ク リタマ バチ に 就 い て,卵 巣 の観 察 を行 つ た.ク リタマ バ チ は 完全 なpreovi-

gcnicspeciesで,卵 巣 内 の卵 の発 育状 態 か ら見 れ ばpolyootenetypeに 属 す る.体 の

大小 と卵 巣 の発 育 状 態 との間 に は 正 の相 関 が あ る よ うで あ る.卵 巣 を 構 成 す る 卵巣 小管 数

の 変 異 ば か な り著 しい も ので,60--69本 の個 体 が最 も多 く,左 右 の卵巣 を比 較 す る場 合,

そ の卵 巣 小 管 数が 左 右 同 数 の もの は 極 め て僅 か で6%に 過 ぎな い.1個 体 の卵 巣 内 の成 熟
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卵数ぽ平均300個 位で,正 常な個体はこれ位の数の卵を産むことが予想される,
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 Summary 

   Ovaries of Dryocosmus kuriphilus Yasumatsu, an important pest of chest-

nut trees in Japan, were examined in 100 specimens. This Cynipid belongs to 

the preovigenic species, and the development of eggs in the ovaries is of poly-

ootene type. Positive correlation exists between the size of this Cynipid and the 

ovarian development. The number of ovarioles (or egg tubules) in a single 

ovary varies considerably, in the bulk of specimens examined the number being 

60 to 69. The ovariole number of the left ovary :usually differs from the cor-

responding one of the opposite side, and only 6 specimens out of 100 were obser-

ved having the same number of ovarioles in both of the ovaries. 

   The average number of eggs in the ovaries of one individual was 300, the 

maximum being 599. The fact would suggest that this Cynipid has the rep-

roductive capacity of ovipositing more than 300 eggs during her short life 

(about 2.5 days).


